
主　　旨

主　　催 乗鞍ヒルクライム実⾏委員会
共　　催 岐⾩県⾃転⾞競技連盟、全⽇本実業団⾃転⾞競技連盟、⾼⼭市、⾶騨・⾼⼭観光コンベンション協会、⾶騨乗鞍観光協会

⾶騨乗鞍観光協会旅館部、乗鞍観光協議会、奥⾶騨温泉郷観光協会、奥⾶騨温泉郷旅館組合、岐⾩新聞・ぎふチャン
特別協賛 ⽇直商会
協　　賛 ダイドードリンコ、明治、マルイ、乗鞍⾃動⾞利⽤適正化協議会
後　　援 岐⾩県、岐⾩県教育委員会、ＪＫＡ、⽇本⾃転⾞普及協会、⽇本サイクリング協会、⾼⼭⾃転⾞組合、⾶騨⾼⼭テレ・エフエム
ツアー協賛 株式会社 シマノ　　株式会社 パールイズミ　　パナソニック サイクルテック 株式会社　　ブリヂストンサイクル 株式会社　　⼀般社団法⼈ ⾃転⾞協会

1.開催⽇ 2014年7⽉13⽇(⽇)

2.開催地 殿下平総合交流ターミナルからスカイライン頂上までのヒルクライムコース【18.4km、標⾼差1342m、平均勾配7.2%】
乗鞍スカイライン　殿下平総合交流ターミナル（〒506-2252岐⾩県⾼⼭市丹⽣川町久⼿471-3）

3.スケジュール 7⽉12⽇(⼟）

内　　容 開　始 終　了 場所 選⼿ チーム
代表者 役員

13:00 16:00 ● ●
監督会議 16:00 17:00 ●
役員打合せ 17:30 19:30 ●
(1) 試⾛は禁⽌します。
(2) 選⼿受付は出来るだけチーム代表者が取りまとめて⾏ってください。

※事前にホームページのレーサーリストで選⼿のゼッケンNoを調べて来て頂けると受付が円滑に進められます。
(3) レース当⽇の受付は、⾏いません。今レースでは、レース当⽇のスケジュールが早朝のため、「レース当⽇受付」の特別処置が取れな

いことをご了承下さい。JCFライセンスを持参頂ければ、代理での受付が可能です。代理は、チーム関係者・家族・友⼈知⼈、どなたでも⼤丈夫です。

7⽉13⽇(⽇）

内　　容 開　始 終　了 場所 選⼿ チーム
代表者 役員

荷物受付 6:00 7:40 ●
開会式 7:20 ●
競技開始 8:15 11:10 ●
下⼭開始 ●
表彰式 12:45 ●
(1) ⼤会開催の可否について

24時間の累積⾬量が70ミリを超えた場合、コースは通⾏⽌めとなり、⼤会は中⽌となります。
⼤会開催の可否は、⼤会当⽇（7⽉13⽇）朝6時に岐⾩新聞WEB（http://www.gifu-np.co.jp/）にて、発表いたします。

(2) 中⽌の場合の計測タグ、ゼッケンプレートについて
⼤会が中⽌となった場合には、⼤会当⽇（7⽉13⽇）の朝9時までに、⼤会本部の受付テントまで、必ずご返却いただきますよう、お願い申し上げます。

(3) 中⽌の場合のポイントについて
受付済の選⼿には参加ポイント１を付与します。

4.競技内容 内　　容 スタート時間 競技距離
E1 8:15 18.4km
E2 8:15 18.4km
E3 8:18 18.4km
F 8:18 18.4km
(1) 出⾛サインはスタート10分前まで50分間実施します。場所:スタート地点

5.表　　　彰 (1) E1,E2,E3 1位〜3位 賞状、賞品　　4位〜6位 賞状（JBCF規定）
(2) F 1位〜3位 賞状、賞品（JBCF規定）

※出⾛⼈数が5名以下の場合は、1位のみ表彰とする。

6.⼤会競技規則 2014年版⽇本⾃転⾞競技連盟の競技規則集　JBCF GUIDE 2014-2＜競技編＞⼤会特別規則により運営する
参加資格、競技⽅法、競技規則詳細、⼤会表彰については、『2014版JCF競技規則集』 
及び『JBCF GUIDE 2014-2<競技編>』に基づく。必ず、⽬を通して⼤会に備えること。
『JCF競技規則集』（JCFサイト内） ※最新版を使⽤する。
http://jcf.or.jp/?page_id=218

『JBCF GUIDE 2014-2<競技編>』（JBCFサイト内）
http://www.jbcf.jp/docs/2014/JBCF_GUIDE_2014-2.pdf

殿下平総合交流ターミナル
下⼭は審判の指⽰の下、随時

第11回　JBCF　乗鞍スカイラインヒルクライム
JBCFロードシリーズ

Ｊエリートツアー第19戦／Ｊフェミニンツアー第17戦

【⼤会実施要項】
乗鞍岳をはじめ⾶騨⾼⼭の⾃然の素晴らしさを体感してもらうと共に、環境にやさしい⾃転⾞”の魅⼒をアピールします。また、⾶騨⾼⼭の観光産業を推進し、地
域の活性化を図る。

対象者

殿下平総合交流ターミナル

対象者

殿下平総合交流ターミナル選⼿受付(ﾗｲｾﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾙ)

スタート地点
スタート地点

殿下平総合交流ターミナル
ほうのき平宿舎

【レースレイティング】
E1 E2 E3 F
B-h C-h D-h F-h
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7.⼤会特別規則 (1) マスドスタート⽅式の個⼈ロードレースとする。
(2) ⾃転⾞重量は6.8kg以上であることを厳守。（重量をチェックする場合がある）

ウエア、特にハイソックスの規制についても留意すること。
(3) 飲⾷料の補給は、認めない。
(4) 器材補給は安全を確かめ、いずれの場所で⾏ってもよい。
(5) 夫婦松駐⾞場（7.4km地点、ただしGPS計測とは多少の誤差あり）を10時00分までに通過できなかった者は⾜切りとする。その後、

ゴールにAM11:10までに到着できない⾒込みの場合は、後続バスに回収され、失格の扱いとする。
(6) ゴール次第、ゴール付近で待機、そこから先導⾞の先導で下⼭すること。
(7) 登坂、下⼭とも左側通⾏厳守！違反の場合即時失格、競技終了とし収容⾞へ収容する。※注意：⼀般のレース競技者と衝突を避けるため、

選⼿単独での⾃転⾞乗⾞下⼭は厳禁。違反者はリザルトから削除する。
(8) E1,E2及びE3,Fは同時スタートとなるが、他のクラスタと協同することを禁⽌する。違反している者を発⾒した場合は、リザルトから削除する。
(9) ボディナンバーは腰の位置に２枚、背⾻を挟んで左右に5cm離して縦向きに装着すること。
(10) ボディゼッケンを緊急の際に使⽤するので『JBCF GUIDE 2014-2<競技編>』4.(13)を参照のこと。

※ ボディゼッケンの裏⾯に⽒名、緊急連絡先と既往症が有ればその旨を記載すること。
(11) レーススケジュールは変更することがある。
(12) ゴール地点は売店や飲⾷店があるので、下⼭開始まで暖を取りたい選⼿は、各⾃⼩銭など⽤意するとよい。ただし各⾃貴重品の取扱には⼗分気をつけること。

8.ツアーポイント 規定のレースポイントを付与する。

9.参加料 男⼦ 6,480円／名
⼥⼦ 3,240円／名
ユース、ジュニア 3,240円／名

※ 昨年まで法⼈設⽴後3年間の消費税免除だったが、本年から⼤会参加料のみ消費税負担となる。

10.申込⽅法 JBCF公式ホームページから申込み（エントリー）を⾏ってください。http://www.jbcf.jp
レース参加料はチーム単位で、事前にお届け出済みの郵貯⼝座から、下記引落⽇に引落しいたします。
なお、期⽇に引落しができなかった場合は、当該⼤会および以降の⼤会に出⾛いただけない場合もございます。
必ず引落⽇前に⼝座残⾼のご確認をお願いいたします。

11.申込み締切⽇ 6⽉29⽇（⽇）　エントリー締切
　＆参加料引落⽇ 7⽉31⽇（⽊）　レース参加料引落⽇

※レース参加料の返⾦はいたしません。

12.エントリーに JBCF事務局 本部 
関する問い合せ先 info@jbcf.or.jp

※問い合わせは、全てEメールとします。（平⽇9：00〜17：00）

13.レースに関する JBCF事務局 事業部
　　　問い合せ先 race@jbcf.orjp

電話：04-7189-0100　FAX：04-7189-0022
※電話による問い合せは⽉曜⽇〜⾦曜⽇の9:00〜17:00までとします。
（レース開催⽇明けの⽉曜⽇は定休⽇となります）

14.宿泊 宿泊の⼿続きは各⾃でおこなって下さい。
①⾶騨⾼⼭旅館・ホテル協同組合：ＴＥＬ０５７７－３３－１１８１
②⾶騨乗鞍観光協会・丹⽣川旅館組合：ＴＥＬ０５７７－７８－２３４５
③奥⾶騨温泉郷総合案内所：ＴＥＬ０５７８－８９－２４５８

15.会場について アクセス・コースマップなどは、乗鞍スカイラインサイクルヒルクライムホームページをご覧下さい
http://www.gifu-np.co.jp/hillclimb/

16.選⼿駐⾞場 13⽇の⼤会当⽇のみ、⼤会第２駐⾞場として、ほおのき平バスターミナル（ほおの⽊平スキー場内）駐⾞場を指定駐⾞場とします。
駐⾞場よりスタート地点までシャトルバスが出ます（⾃転⾞ごと乗⾞可）。駐⾞禁⽌区画があるので、駐⾞場所については係員の誘導に必ず従ってください。
12⽇は殿下平のスタート地点の駐⾞場をご利⽤ください。12⽇の受付時に駐⾞券を受け取り、１３⽇はダッシュボードに提⽰してください。
※シャトルバスは、ほおの⽊平を６：００始発、最終は７：3０分。バスは⼀定の⼈数が乗⾞次第順
次出発、７：3０分まで往復（事故防⽌のため、できる限りバスの利⽤にご協⼒ください）。

ほおのき平＝岐⾩県⾼⼭市丹⽣川町久⼿447
⾼⼭市内より国道１５８号線で平湯⽅⾯へ約３０キロ、約４０分。
スタート地点の殿下平までは、さらに平湯⽅⾯へ約１．８キロ直進。
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